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新中期経営計画のお知らせ 
 

本日開催の取締役会において、平成１９年度（平成２０年１月期）から平成２１年度（平成２２年１

月期）までを対象とする、新しい中期経営計画を以下のとおり策定しましたのでお知らせいたします。 
 

 
平成１６年２月１日より取り組んでまいりました「新再建３ヵ年経営計画（ＮＲＰ）」は当期（平成

１９年１月期）が最終年度となっております。 
ＮＲＰでは、「事業の再構築・企業再編」「経営合理化策」「新規事業開拓」を柱とする事業再生プラ

ンに取り組んでまいりましたが、遺憾ながら当初の数値目標には大きく乖離し未達の状況となっており

ます。 
一方、卸売り中心の事業構造を見直し、顧客中心の店頭起点型ビジネスに転換、時代の変化に俊敏に

対応できる事業モデルの創出、事業部制への移行による損益責任の明確化など企業文化の変革を促した

施策は着実に実行に移され、全社員の意識と行動の変化に連鎖し、業績の向上に明るい兆しとして現れ

てきております。 
平成１９年２月１日よりスタートする新たな「中期経営計画」では、ＮＲＰ計画未達の反省を踏まえ、

社員一人一人の「考える力」「やりきる力」「挑戦する力」、すなわち強固な「現場力」を引き出すプロ

セスマネージメントを実行し、更なる事業構造・収益構造の「革新」を目標に一層の企業価値の向上に

取り組んでまいります。 
この計画の実行により３年目の平成２１年度（平成２２年１月期）には、連結ベースで売上高４３０

億円、経常利益１０億円の達成を目指します。
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中期経営計画 
2007～2009 年度 

 

 

 

企業文化の革新 

事業構造の革新 

収益構造の革新 

 
 
 
 

 
2006 年 7 月 26 日 

株式会社 ナイガイ

（将来予測に関する留意事項） 

本資料に記載されているデータや将来予測の内容は現時点での分析に基づいたものであり、今後様々な要因により変

化することがあります。 
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 STRATEGY       
事業構造革新による収益力向上

 直営事業の展開強化 
 新ブランド・新業態開発 
 積極的なM&A展開 
 アジア市場の拡大 

SHARED VALUE 

企業価値向上 

STAFFING        
 

 グループ人材の活性化 

 新成果報酬制度の採用 

STRUCTURE        
 

 グループ経営組織再編 

 事業革新推進室の新設 

 

SKILL          
 

 直営店経営管理力の向上 

 マーケティング力の向上 

 ブランディング力の向上  

SYSTEM         
 

 店頭管理精度の向上 

 管理会計改革 

 

STYLE         
 

 取締役会改革（スピード経営)
 コンプライアンス経営推進 
 内部統制システム構築・整備

Ⅰ．企業集団が目指すもの 

 

 企業文化の「革新」 
「考える力」「やりきる力」「挑戦する力」を文化に 

「現場力」を引き出すマネージメント革新の実行 

 事業構造の「革新」 
将来の成長を描く新事業領域への挑戦 

時代変化に対応したポートフォリオ改革 

 収益構造の「革新」 
既存販路事業の安定黒字化構造の確立 

差別化集中戦略による高収益事業の確立 

 

Ⅱ．中期経営計画の課題 
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事業構成（2006/2009年対比）
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販路構成（2006/2009年対比）
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Ⅲ．基本戦略 

 店頭起点型ビジネスの拡大 
1. 既存販路におけるビジネス構造転換 

 卸売ビジネスから、店頭自主管理（消化取引) ビジネスへの転換 
2. 新規業態の拡大 

 ＳＰＡ型（企画-生産-販売通貫型）直営店ビジネスの拡大 
 メディアネットワーク型（ＴＶ、通販、ＷＥＢ）ビジネスの拡大 

 
 

 売上および経常利益計画（連結ベース） 
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※新業態：ﾘﾝｸｲｯﾄｵｰﾙ、ﾌｨﾌｨ&ﾛﾒｵ、通販事業、新規開発 ※その他：海外事業、通販事業、その他 
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売上計画
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Ⅳ．レッグウェア事業の基本戦略 

 事業ビジョン 
“ファッション・機能・健康”をキーワードに、顧客満足を追求し良質な商品を提供する、レッグ

ソリューションを目指します。  
 基本方針 
１．店頭販売起点のビジネスプロセスへの転換 
２．商品供給オペレーションの強化 
３．ローコストインフラの整備による利益創出モデルの構築  

 数値計画 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ．チルドレンウェア事業の基本戦略 

 事業ビジョン 
“安心・安全・満足”をキーワードに、家族が子供に注ぐ「愛情と癒し｣を大切にし、高感度な

親世代が支持するラグジュアリーなチルドレンウェアを提案します。  
 基本方針   
１．百貨店チルドレンウェアのトップシェアを目指す   
２．ダックスリトルの市場定着・事業拡大   
３．ポロ ラルフローレンとの連携を一層強固にトップブランドの地位を確立する  

 数値計画 
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Ⅵ．レディースウェア事業の基本戦略（直営販路事業を除く) 

 事業ビジョン 
“上品・上質・洗練”をキーワードに顧客の求める新しいファッションライフスタイルを提案し続け、顧客に

とっての価値と満足の創造に貢献する事業を目指します。 

 基本方針 
１．店頭販売起点のビジネスプロセスの定着 

２．商品供給オペレーションの強化 

 数値計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ．新業態事業の基本戦略 

 事業ビジョン 
成長戦略の柱として直営店事業、メディアネットワーク型事業(通販/ＴＶ/ＷＥＢ等)の事業領域拡大を目

指します。 

 基本方針 
1. リンクイットオール／フィフィ＆ロメオ 

• 既存店売上拡大および新規出店加速による増収増益黒字化の達成 

3. 通販事業 

• TV、カタログ、WEB 等の媒体を活用した無店舗販売の拡大 

• 高齢者のためのプロテクター販売の強化とスポーツプロテクター分野への進出 

4. 新規開発  消費志向の変化に対応したリテールビジネスの開発 

 数値計画 
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